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私
た
ち
が
社
会
生
活
を
お
く
る
上
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
シ
ー
ン
で
判
断
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ
り
、

物
事
を
全
く
判
断
で
き
な
い
、
ま
た
は
十
分
に
判
断

で
き
な
い
、
判
断
に
不
安
が
あ
る
人
が
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
が
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
に
援

助
者
を
つ
け
る
制
度
と
し
て
、
従
来
の
禁
治
産
・

準
禁
治
産
制
度
に
替
わ
っ
て
設
け
ら
れ
た
の
が

「
成
年
後
見
制
度
」
で
す
。
成
年
後
見
制
度
は
、

介
護
保
険
制
度
と
あ
わ
せ
て
２
０
０
０
年
（
平
成

12
年
）
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

成
年
後
見
制
度
で
は
、
援
助
さ
れ
る
本
人
の
意
思

や
自
己
決
定
権
を
尊
重
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
以
下
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

・
禁
治
産
、準
禁
治
産
の
２
段
階
か
ら
後
見
、保
佐
、

補
助
の
３
段
階
へ
。

・
任
意
後
見
制
度
が
新
し
く
設
け
ら
れ
た
。

・
公
示
方
法
が
、
戸
籍
の
記
載
か
ら
後
見
登
記
へ
。

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、
大
き
く
「
法
定
後
見
」

と
「
任
意
後
見
」
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
（
図
表
１
）。

　

法
定
後
見
は
、
財
産
管
理
な
ど
に
際
し
、
判
断

能
力
が
な
か
っ
た
り
不
十
分
な
時
、
家
庭
裁
判
所

が
成
年
後
見
人
、
保
佐
人
、
補
助
人
を
選
任
し
ま

す
（
図
表
２
）。
後
見
、
保
佐
、
補
助
は
本
人
の
判
断

能
力
の
程
度
な
ど
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

成
年
後
見
人
の
仕
事
は
、
本
人
の
財
産
管
理
と

身
上
監
護
に
お
け
る
法
律
行
為
に
限
ら
れ
、
実
際

の
介
護
な
ど
日
常
生
活
に
関
す
る
こ
と
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。
具
体
的
に
は
、
財
産
目
録
の
作
成
、
収
支

計
画
の
策
定
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
や
施
設
入
所

の
契
約
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

任
意
後
見
は
、
判
断
能
力
が
衰
え
た
時
に
備
え
て

契
約
を
結
ん
で
お
く
制
度
で
す
。
本
人
が
予
め
任
意

後
見
人
に
な
る
人
と
、そ
の
権
限
を
決
め
て
お
き
ま
す
。

そ
の
後
、
本
人
の
判
断
能
力
が
低
下
し
た
時
、
家
庭

裁
判
所
が
任
意
後
見
人
を
監
督
す
る
任
意
後
見

監
督
人
を
選
任
す
る
と
、
契
約
の
効
力
が
生
じ
ま
す
。

　

任
意
後
見
人
に
は
必
ず
任
意
後
見
監
督
人
が
選

任
さ
れ
る
の
に
対
し
、
成
年
後
見
人
（
保
佐
人
、

補
助
人
）
を
監
督
す
る
成
年
後
見
監
督
人
等
（
成

年
後
見
監
督
人
、
保
佐
監
督
人
、
補
助
監
督
人
）

は
家
庭
裁
判
所
が
必
要
と
認
め
た
時
に
だ
け
選
任

さ
れ
ま
す
。
通
常
の
場
合
、
家
庭
裁
判
所
が
成
年

後
見
人
（
保
佐
人
、
補
助
人
）
を
監
督
し
ま
す
。

　

公
示
方
法
に
つ
い
て
、
禁
治
産
・
準
禁
治
制
度

で
は
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
た
た
め
制
度
利
用
へ
の

抵
抗
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
成
年
後
見
制
度
で
は
、

法
務
局
で
の
後
見
登
記
に
よ
り
公
示
さ
れ
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
の
数
は
2
0
1
2
年
の
時
点
で
約
4
6
2
万
人
と
さ
れ
、
2
0
2
5
年
に
は

7
0
0
万
人
を
超
え
る
と
い
う
推
計
も
あ
り
ま
す
。
人
生
が
長
期
化
す
る
中
、
認
知
機
能
や
判
断

能
力
が
衰
え
た
状
態
で
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
は
、よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
機
能
や
判
断
能
力
が
衰
え
て
も
そ
の
人
ら
し
く
生
活
し
て
い
く
こ
と

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
制
度
で
す
。
自
分
や
家
族
の
「
も
し
も
」
の
時
に
備
え
て
、
知
識
を
身
に

つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
に
備
え
て
知
っ
て
お
き
た
い
た
い

「
成
年
後
見
制
度
」

■ 

成
年
後
見
制
度
と
は
？
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3 Vol.128

任意後見

本人の判断能力 開始手続時の
本人の同意 援助者 援助内容

後見 全くない

不要

成年後見人 本人の行為全般について、本人を代理することができる。
本人がした行為を取り消すことができる。

保佐 著しく不十分 保佐人

本人が行う重要な財産行為に対して、同意権がある。本人が保佐人の同意
を得ないで行った重要な財産行為については、取り消すことができる。
必要に応じ、家庭裁判所により本人を代理する権限が与えられたり、同意権
の対象となる行為が拡張される。

補助 不十分 必要 補助人
家庭裁判所が決めた範囲・内容において、本人を代理する権限や、本人の
行為に対する同意権が与えられる。同意権が与えられた場合には、本人が補
助人の同意を得ないで行った行為を取り消すことができる。

本人の判断能力がなくなったり不十分になった時

家庭裁判所に後見・保佐・補助の開始を申立てる

審判　書類や調査、鑑定をもとに裁判所が検討する。
          審判の結果は申立人、本人等に通知される。その内容は後見登記される

家庭裁判所に任意後見監督人選任を申立てる

法定後見

審判手続

調査 等
裁判所の職員が事情を尋ねたり、
問い合わせたりする

必要に応じ、裁判官が直接事情を尋ねる
審問

必要に応じ、本人の判断能力の程度
を医師が鑑定する

鑑定

本人

援助 監督 監督

任意
後見人

任意後見
監督人 家庭裁判所

援助監督 監督

家庭裁判所 成年後見
監督人等

成年
後見人
（保佐人、
補助人）

申立人…本人、配偶者、四親等内
の親族、市区町村長など

任意後見契約
任意後見人になる人（任意後見受任者）と任意後見契約を
締結。契約には公正役場での公正証書の作成が必要となる。
公正証書の内容については、後見登記される

判断能力がある人が、将来、判断能力が衰えた時に備えて、
予め後見人とその権限を決めておく

判断能力がなかったり不十分な人に対し、家庭裁判所が
成年後見人、保佐人、補助人を選任する

財産管理などに際し、本人の判断能力がなかったり不十分な時

図表１　法定後見と任意後見の流れ

図表２　後見・保佐・補助の違い

援助開始　成年後見人、保佐人、補助人、任意後見人による援助が開始される

申立人…本人、配偶者、任意後見
受任者、四親等内の親族など
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が
亡
く
な
っ
て
遺
産
分
割
等
の
裁
判
手
続
が
必
要
な

場
合
に
も
、
申
立
て
が
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
表
３
）。

　

そ
の
他
、
家
族
か
ら
経
済
的
な
虐
待
を
受
け
て

い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
精
神

障
害
の
あ
る
方
の
年
金
が
本
人
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
自
治
体
な
ど
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、

法
定
後
見
の
申
立
て
が
さ
れ
る
よ
う
な
例
で
す
。

後
見
人
に
は
、
誰
で
も
な
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
か
？

Q

　
　

　

民
法
８
４
７
条
で
は
、
後
見
人
の
欠
格
事
由
が

　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、
か
な
り
ざ
っ
く
り
と

説
明
を
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
と
い
う
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
理
解
を
深
め
る
た
め
、
国
が
設
立
し
た

法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
総
合
案
内
所
で
あ
る
日
本
司
法

支
援
セ
ン
タ
ー
（
通
称
：
法
テ
ラ
ス
）
本
部
を
訪
ね
、

成
年
後
見
人
と
し
て
の
経
験
を
持
つ
志
野
大
輔

弁
護
士
に
Q
&
A
方
式
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

法
定
後
見
の
申
立
て
の
動
機
に
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

Q
　

後
見
人
の
仕
事
は
大
き
く
「
財
産
管
理
」
と
「
身
上

監
護
」
に
分
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
関
し
本
人
の
法
定

代
理
人
と
し
て
法
律
行
為
を
行
い
ま
す
。
身
上
監
護
の

仕
事
と
は
、
本
人
に
適
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
し

た
り
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
選
ん
だ
り
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
よ
っ
て
、法
定
後
見
の
申
立
て
の
動
機
と
し
て
は
、

例
え
ば
、
施
設
入
所
等
の
た
め
の
介
護
保
険
契
約
や

不
動
産
の
処
分
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
家
族
や
親
族

図表３　後見・保佐・補助の開始、任意後見監督人選任
　　　　の申立ての動機

図表４　成年後見人等と本人との関係

預貯金等の管理・解約

介護保険契約
（施設入所等のため）

身上監護

不動産の処分

相続手続

保険金受取

その他

訴訟手続等

28,874

11,588

8,951

6,494

5,958

2,692

1,818

1,844

5,000 10,000 15,000 30,00025,0000 （件）20,000

■ 

法
テ
ラ
ス
の
弁
護
士
に
聞
く

　

 

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
Q
&
A

子 5,515

その他親族 1,765

兄弟姉妹 1,481

配偶者 851

親 814

司法書士 9,442

弁護士 8,000

社会福祉士 3,725

行政書士 822

社会福祉協議会 821

税理士 85

精神保健福祉士 21

市民後見人 224

その他法人 1,185

その他個人 169

2,000 4,000 6,000 10,0008,0000 （件）

①

③

②

図表３、図表４とも出典：最高裁判所事務総局家庭局『成年後見関係事件の概況－平成27年1月～12月－』

※ ○付き数字はトップ３

もしもに備えて知っておきたい「成年後見制度」
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5 Vol.128

ほ
う
が
被
後
見
人
の
意
向
を
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
も

多
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
役
割
分
担
の
た
め
に

後
見
人
を
複
数
人
つ
け
る
こ
と
に
は
、
意
味
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

後
見
人
へ
の
報
酬
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
決
め
ら
れ
る
の
で
す
か
？

Q

　

 

　

　

後
見
人
は
、
通
常
、
１
年
に
１
回
家
庭
裁
判
所
に

後
見
事
務
報
告
書
を
提
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
報
酬

付
与
の
申
立
て
を
す
る
と
、
後
見
人
が
行
っ
た
後

見
事
務
の
内
容
や
被
後
見
人
の
財
産
状
況
等
か
ら
、

家
庭
裁
判
所
が
適
切
な
報
酬
を
判
断
し
て
決
め
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
財
産
状
況
に
よ
っ
て

は
、
報
酬
が
ほ
と
ん
ど
出
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

財
産
が
底
を
つ
き
、
報
酬
を
払
え
な
く

な
る
ケ
ー
ス
は
な
い
の
で
す
か
？

Q

　

 

　

　

後
見
人
も
被
後
見
人
の
財
産
が
底
を
つ
か
な
い

よ
う
に
努
め
ま
す
が
、
被
後
見
人
の
中
に
は
も
と
も

と
財
産
が
な
い
方
や
借
金
を
抱
え
て
い
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
借
金
を
抱
え
て
い
る
方
の
場
合
は
、

借
金
の
整
理
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い

う
ケ
ー
ス
で
は
、
後
見
人
へ
の
報
酬
が
見
込
め
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

後
見
監
督
人
は
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
で
す
か
？

Q
　

後
見
監
督
人
の
一
番
の
仕
事
は
、
後
見
人
の
監

督
で
す
。
後
見
人
が
家
庭
裁
判
所
に
報
告
す
る
財

産
管
理
状
況
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
後
見
人
と
被
後
見
人
の
間
に
利
益
相
反

後
見
人
を
、
被
後
見
人
や
親
族
の
希
望

で
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Q

　

 

　

　

民
法
８
４
６
条
で
は
、「
後
見
人
に
不
正
な
行
為
、

著
し
い
不
行
跡
そ
の
他
後
見
の
任
務
に
適
し
な
い
事

由
が
あ
る
と
き
は
、家
庭
裁
判
所
は
、後
見
監
督
人
、

被
後
見
人
若
し
く
は
そ
の
親
族
若
し
く
は
検
察
官

の
請
求
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
こ
れ
を
解
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
後
見
人
や
親
族
に
よ
っ
て
後
見
人
の
解
任
の

請
求
は
で
き
ま
す
が
、
解
任
す
る
か
ど
う
か
は
家
庭

裁
判
所
が
決
め
ま
す
。
単
な
る
好
き
嫌
い
だ
け
で
は
、

解
任
が
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

後
見
人
が
本
人
よ
り
先
に
亡
く
な
っ
た

場
合
は
、
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Q

　

 

　

　

後
見
人
が
被
後
見
人
よ
り
先
に
亡
く
な
っ
た
ら
、

そ
の
時
点
で
後
見
は
一
旦
終
了
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら

再
度
、
後
見
の
申
立
て
を
し
て
、
新
た
な
後
見
人

を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

任
意
後
見
人
を
一
人
で
は
な
く
、

何
人
か
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Q
 　

　

任
意
後
見
で
も
法
定
後
見
で
も
同
じ
で
す
が
、

何
人
か
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

後
見
人
の
仕
事
に
は
大
き
く
財
産
管
理
と
身
上

監
護
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
財
産
管
理
は
弁
護

士
や
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
職
が
適
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
後
見
人
に
合
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

契
約
し
た
り
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
選
ん
だ
り
と
い
っ
た

身
上
監
護
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
士
や
家
族
の

次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
①
未
成
年
者
、

②
家
庭
裁
判
所
で
免
ぜ
ら
れ
た
法
定
代
理
人
、
保

佐
人
又
は
補
助
人
、
③
破
産
者
、
④
被
後
見
人
に

対
し
て
訴
訟
を
し
、
又
は
し
た
者
並
び
に
そ
の
配
偶

者
及
び
直
系
血
族
、
⑤
行
方
の
知
れ
な
い
者
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
方
は
後
見
人
に

手
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
図
表
４
）。
た
だ
し
、

手
を
挙
げ
て
も
、
家
庭
裁
判
所
に
選
任
さ
れ
な
け
れ

ば
後
見
人
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

後
見
、
保
佐
、
補
助
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
判
断
さ
れ
る
の
で
す
か
？

Q

　
　

　

わ
か
り
や
す
い
例
で
言
え
ば
、
寝
た
き
り
で
誰
の

顔
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
人
は
「
後
見
」
に
相
当
し
、

最
近
ち
ょ
っ
と
物
忘
れ
が
激
し
く
な
っ
て
き
た
な
と

い
う
程
度
の
人
は
「
補
助
」、
そ
の
中
間
に
あ
た
る

く
ら
い
の
方
が
「
保
佐
」
で
す
。
実
際
に
は
、
医

師
の
診
断
や
鑑
定
に
も
と
づ
い
て
、
家
庭
裁
判
所

に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
ま
す
。
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権
の
尊
重
」
が
あ
り
ま
す
。
私
も
弁
護
士
と
し
て

後
見
人
に
つ
い
た
時
に
は
、
被
後
見
人
の
方
が
ど
の

よ
う
に
生
き
た
い
の
か
で
き
る
だ
け
尊
重
し
て
仕
事

を
し
て
い
ま
す
が
、
意
思
疎
通
が
難
し
い
よ
う
な
ケ
ー
ス

で
は
、
こ
の
方
に
と
っ
て
ど
の
選
択
が
一
番
良
い
の

だ
ろ
う
か
と
迷
う
こ
と
も
結
構
あ
り
ま
す
。
家
族
の
方

の
話
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
判
断
す
る
の
で
す
が
、

被
後
見
人
の
方
と
し
て
は
実
は
こ
う
し
て
ほ
し
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

任
意
後
見
契
約
に
よ
っ
て
具
体
的
な
意
思
を
示
し

て
お
け
ば
、
本
人
の
望
み
に
沿
っ
た
選
択
が
で
き
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

本
人
が
施
設
に
入
所
す
る
際
な
ど
、

後
見
人
が
保
証
人
に
な
る
の
で
す
か
？

Q

　

 

　

　

契
約
の
保
証
人
と
本
人
と
の
間
に
は
利
益
相
反

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
本
人
が
施
設
費
を
払
え

な
か
っ
た
ら
、保
証
人
に
は
同
じ
義
務
が
生
じ
ま
す
。

そ
れ
で
保
証
人
が
支
払
う
と
本
人
に
対
し
て
求
償

権
が
発
生
し
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
後
見

人
は
保
証
人
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
施
設
で

本
人
が
亡
く
な
っ
た
時
に
連
絡
が
来
る
な
ど
法
的
な

責
任
を
伴
わ
な
い
身
元
引
受
を
す
る
よ
う
な
こ
と
は

あ
り
ま
す
。

後
見
人
に
よ
る
契
約
を
、

本
人
の
家
族
が
不
服
と
す
る
場
合
は
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Q

　

 

　

　

契
約
自
体
を
ど
う
こ
う
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
家
庭
裁
判
所
に
後
見
人
の
解
任
請
求
は
で
き

ま
す
。
と
は
言
っ
て
も
、
後
見
人
が
被
後
見
人
に

と
っ
て
不
利
益
に
な
る
こ
と
を
や
っ
て
い
る
こ
と
が

　

な
お
、
後
見
監
督
人
へ
の
報
酬
に
つ
い
て
は
後
見

人
へ
の
報
酬
と
同
じ
く
、
財
産
状
況
な
ど
を
も
と
に

家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

任
意
後
見
契
約
後
、
後
見
が
必
要
と

な
る
ま
で
の
期
間
、
任
意
後
見
受
任

者
へ
の
報
酬
は
必
要
で
す
か
？

Q

　

 

　

　

任
意
後
見
契
約
は
、
契
約
し
て
す
ぐ
に
ス
タ
ー
ト

す
る
わ
け
で
は
な
く
、本
人
の
判
断
能
力
が
低
下
し
、

任
意
後
見
監
督
人
が
選
任
さ
れ
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
任
意
後
見
人
と
し
て
の
報
酬

は
、
そ
の
時
点
か
ら
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、後
見
人
と
し
て
の
報
酬
は
不
要
で
す
。

任
意
後
見
契
約
を
し
て
お
く
メ
リ
ッ
ト

は
何
で
す
か
？

Q

　

 

　

　

一
番
は
本
人
の
判
断
能
力
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

時
に
、
契
約
が
で
き
る
こ
と
で
す
ね
。

　

法
定
後
見
は
、
本
人
の
判
断
能
力
が
衰
え
て
か
ら

後
見
人
が
選
ば
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
し
も
本
人
が
望

む
選
択
や
判
断
を
し
て
も
ら
え
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
対
し
、
任
意
後
見
契
約
で
は
、
後
見
人

に
何
を
委
任
す
る
の
か
具
体
的
な
内
容
を
決
め
て
お

け
ま
す
し
、
報
酬
も
細
か
く
決
め
て
お
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
身
上
監
護
に
つ
い
て
も
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
は
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
の
か
介
護
付

有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
暮
ら
し
た
い
の
か
、
医
療
が
必

要
な
場
合
は
ど
の
よ
う
な
医
療
を
受
け
た
い
の
か
を
、

事
細
か
に
決
め
て
お
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
本
人
の
思
い
通
り
の
後
見
が
し
て
も
ら

え
る
で
し
ょ
う
。

　

成
年
後
見
制
度
の
理
念
の
一
つ
に
「
自
己
決
定

が
あ
る
場
合
は
、
後
見
監
督
人
が
被
後
見
人
の
代
理

を
務
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
家
族
が
後

見
人
に
な
っ
て
い
て
、
被
後
見
人
と
後
見
人
で
遺

産
分
割
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
し
ま
す
。

遺
産
分
割
に
お
い
て
は
、利
益
が
相
反
し
ま
す
よ
ね
。

そ
の
状
況
で
、
後
見
人
に
被
後
見
人
の
代
理
を
さ

せ
て
し
ま
う
と
、
公
平
性
に
欠
け
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
後
見
監
督
人

が
被
後
見
人
の
代
理
を
し
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
後
見
監
督
人
が
選
任
さ
れ
る
の
は
、

一
般
の
方
が
後
見
人
を
し
て
い
て
、
家
庭
裁
判
所
の

チ
ェ
ッ
ク
に
加
え
後
見
監
督
人
の
チ
ェ
ッ
ク
も
必
要

だ
と
家
庭
裁
判
所
が
判
断
し
た
よ
う
な
時
で
す
。
そ
の

た
め
、
後
見
監
督
人
に
な
る
人
は
、
弁
護
士
や
司
法

書
士
な
ど
の
専
門
職
が
多
く
な
り
ま
す
。

0570-078374
お な や み な し

平日 9:00～21:00   土曜日 9:00～17:00
（日曜祝祭日・年末年始休業)
通話料のみでご利用いただけます。

　「法テラス」で知られる日本司法支援センターは、
2006年（平成18年）４月、総合法律支援法に基づいて
設立され、昨年10周年を迎えています。
　法テラスでは、主な業務として「情報提供業務」と「民
事法律扶助業務」を行っています。成年後見の制度に
ついて知りたい、申立ての手順を教えてほしいという
場合には情報提供が受けられますし、一定の収入以下で
あれば無料相談や弁護士・司法書士費用の立替えなど
のサポートもあります。

成年後見についての相談にも
活用できる「法テラス」

サポート
ダイヤル

IP電話からは03-6745-5600にお電話ください。 

もしもに備えて知っておきたい「成年後見制度」
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7 Vol.128

「後見開始」事例
【本人】男性（57歳）、アルツハイマー病、入院中　　
【申立人】妻（53歳）パート店員　
【申立ての動機】相続放棄　【成年後見人】申立人
本人は５年程前から物忘れがひどくなり、勤務先の直属の
部下を見ても 誰かわからなくなるなど、次第に社会生活を
送ることができなくなった。日常生活においても、家族の
判別がつかなくなり、その症状は重くなる一方で回復の見
込みはなく、２年前から入院している。
ある日、本人の弟が突然事故死し、本人が弟の財産を
相続することになった。弟には負債しか残されておらず、
困った本人の妻が相続放棄のために、後見開始の審判を
申し立てた。
家庭裁判所の審理を経て、本人について後見が開始され、
夫の財産管理や身上監護をこれまで事実上担ってきた妻が
成年後見人に選任され、妻は相続放棄の手続をした。

「保佐開始」事例
【本人】女性（73歳）、中程度の認知症、一人暮らし
【申立人】長男（46歳）、会社員　
【申立ての動機】不動産の売却　　【保佐人】申立人
本人は１年前に夫を亡くしてから一人暮らしをしていた。
以前から物忘れが見られたが、最近症状が進み、買物の際
に一万円札を出したか五千円札を出したか、分からなくな
ることが多くなり、日常生活に支障が出てきたため、長男
家族と同居することになった。
隣県に住む長男は、本人が住んでいた自宅が老朽化して
いるため、この際自宅の土地、建物を売りたいと考えて、
保佐開始の審判の申立てをし、併せて土地、建物を売却する
ことについて代理権付与の審判の申立てをした。
家庭裁判所の審理を経て、本人について保佐が開始され、
長男が保佐人に選任された。長男は、家庭裁判所から居住用
不動産の処分についての許可の審判を受け、本人の自宅を
売却する手続を進めた。

「補助開始」事例
【本人】女性（80歳）、軽度の認知症、長男と二人暮らし
【申立人】長男（50歳）、会社員　　
【申立ての動機】財産管理　　【補助人】申立人
本人は、最近米を研がずに炊いてしまうなど、家事の失敗
がみられるようになったが、申立人が日中仕事で留守の間に、

訪問販売員から必要のない高額の呉服を何枚も購入してし
まった。困った申立人が家庭裁判所に補助開始の審判の
申立てをし、併せて本人が10万円以上の商品を購入する
ことについて同意権付与の審判の申立てをした。
家庭裁判所の審理を経て、本人について補助が開始され、
長男が補助人に選任されて同意権が与えられた。その結果、
本人が長男に断りなく10万円以上の商品を購入してしまっ
た場合には、長男がその契約を取り消すことができるよう
になった。

「任意後見監督人選任」事例
【本人】男性（75歳）、脳梗塞による認知症、長女家族と同居
【任意後見人】 長女（44歳）、主婦　　
【申立ての動機】不動産管理　【任意後見監督人】弁護士
本人は、長年にわたって自己の所有するアパートの管理を
していたが、長女との間で判断能力が低下した場合に備え
て、任意後見契約を結んだ。
その数カ月後、本人は脳梗塞で倒れ、左半身が麻痺すると
ともに、認知症の症状が現れアパートを所有していること
さえ忘れてしまったため、任意後見契約の相手方である
長女が任意後見監督人選任の審判の申立てをした。
家庭裁判所の審理を経て、弁護士が任意後見監督人に
選任された。その結果、長女が任意後見人として、アパート
管理を含む本人の財産管理、身上監護に関する事務を行い、
これらの事務が適正に行われているかどうかを任意後見
監督人が定期的に監督するようになった。

「複数の成年後見人を選任した」事例
【本人】女性（85歳）、重度の認知症、入院中　
【申立人】長男（62歳）、無職　【申立ての動機】 財産管理　
【成年後見人】申立人と本人の二女（55歳）
本人は夫を亡くした後、一人暮らしをしてきたが、約10年
前から徐々に認知症の症状が現れ、３カ月前から入院して
いる。最近では見舞いに訪れた申立人を亡夫と間違える
ほど症状は重くなる一方である。
本人の入院費用の支払いに充てるため、本人の預貯金を
払い戻す必要があり、後見開始の審判が申し立てられた。
家庭裁判所の審理の結果、本人について後見が開始された。
そして、近隣に住んでいる長男と二女が、本人が入院する
前に共同して身の回りの世話を行っていたことから、長男と
二女を成年後見人に選任し、特に事務分担を定めなかった。

成年後見関係の事例――『成年後見関係事件の概況－平成12年4月～平成13年3月－』より
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明
ら
か
で
あ
れ
ば
解
任
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
単
な
る
好
き
嫌
い
や
や
り
方

が
気
に
く
わ
な
い
、
方
針
が
違
う
と
い
っ
た
程
度
で

は
解
任
は
認
め
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

成
年
後
見
登
記
の
有
無
は
、

ど
こ
で
調
べ
ら
れ
る
の
で
す
か
？

Q

　

 

　

　

成
年
後
見
登
記
の
有
無
な
ど
情
報
に
つ
い
て
は
、

東
京
法
務
局
が
一
元
的
に
管
理
し
て
い
ま
す
。
こ

の
情
報
は
全
国
の
法
務
局
を
通
じ
て
「
登
記
事
項

証
明
書
」
を
取
得
す
る
こ
と
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
登
記
事
項
証
明
書
は
、
本
人
や
配

偶
者
、
四
親
等
以
内
の
家
族
、
後
見
人
な
ど
限
ら

れ
た
人
し
か
取
得
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
後
見
人
と
は
、

ど
う
い
う
人
で
す
か
？

Q

　

 

　

　

成
年
後
見
に
関
す
る
知
識
や
社
会
貢
献
へ
の
意

欲
、
高
い
倫
理
観
を
も
っ
た
一
般
の
方
で
、
成
年

後
見
人
を
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
市
区
町
村
が
実

施
す
る
育
成
講
座
を
修
了
す
る
な
ど
し
た
後
、
家

庭
裁
判
所
に
推
薦
さ
れ
、
選
任
さ
れ
る
こ
と
で
市

民
後
見
人
と
な
り
ま
す
。
本
人
の
近
所
に
住
む
人

が
市
民
後
見
人
に
な
れ
ば
、
見
守
り
を
す
る
な
ど
、

目
が
届
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

市
民
後
見
人
が
始
ま
っ
た
背
景
に
は
、
成
年
後
見

の
利
用
件
数
の
増
加
が
あ
り
ま
す
（
図
表
５
）。
専

門
職
だ
け
で
は
ま
か
な
い
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
新
た
な
担
い
手
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

後
見
人
の
不
正
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

Q

　

 

　

　

後
見
人
に
よ
る
不
正
は
、
ほ
と
ん
ど
が
被
後
見

人
の
財
産
の
横
領
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
不
正
を

防
ぐ
一
つ
の
方
法
は
、
高
度
な
職
業
倫
理
を
も
つ

弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
専
門
職
に
任
せ
る
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、
任
意
後
見
制
度
は
、
信
頼
の
お
け
る
人

を
予
め
指
名
し
て
契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
、

不
正
に
遭
わ
な
い
一
つ
の
方
法
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
他
、2
0
1
2
年
に「
後
見
制
度
支
援
信
託
」

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
財
産
の
う
ち
日
常
で

必
要
な
金
銭
だ
け
後
見
人
が
管
理
し
、
そ
れ
以
外

の
金
銭
は
信
託
銀
行
等
に
預
け
て
お
く
と
い
う
仕
組

み
で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
も
不
正
防
止

に
は
有
効
で
し
ょ
う
（
図
表
６
）。

　

以
上
、
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
き

ま
し
た
が
、
お
わ
か
り
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

誰
も
が
関
わ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
少
な
り

と
も
知
識
を
も
っ
て
い
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に
も

慌
て
ず
対
応
で
き
そ
う
で
す
。

（
取
材
・
執
筆
／
ラ
イ
タ
ー　

更
田
沙
良
）
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家庭裁判所

信託銀行等

①報告 ②指示

③信託契約等
本人

信託契約締結後は、一時金の交付や
定期交付金額の変更に、家庭裁判所
による指示書が必要となる

金銭を管理後見人

金銭の移転

必要に応じた金銭の交付

図表５　成年後見（後見開始、保佐開始、補助開始、
　　　　任意後見監督人選任）の申立件数の推移

図表６　後見制度支援信託のイメージ

出典：最高裁判所事務総局家庭局『成年後見関係事件の概況』を基に作成

出典：家庭裁判所『後見制度において利用する信託の概要』を基に作成

もしもに備えて知っておきたい「成年後見制度」
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